
平成２６年度

ビックパレットで行われたふるさと創造学サミット
で、５年生が大勢の観客の前で堂々と発表する
ことができました。また２・４・６年生は、各学校の
発表を聞き、自然豊かなふるさとを思い出すこと
ができました。ご声援ありがとうございました。

第１７号 １２月２２日

子どもたちの“うれしいこと”は、
明日から子どもたちが待ちに待った冬休みです。 ”ほめられ認められること“
２学期は、水泳記録会に始まり、アクアマリンふくしま 子どもたちにとっての「うれしいこと」は、自分ががん

見学、スポーツ心のプロジェクト、キッズポリススクール、 ばってやったことが「うまくできたこと」、「できるようになっ
遠足・宿泊活動、修学旅行、学習発表会、持久走 たこと」であり、そのことを「ほめられ、認められること」、
大会、そのほか学年のいろいろな活動がありました。こ 「いっしょに喜んでもらえること」ではないでしょうか。
れらの体験を通して、重点目標「見て、聞いて、考え 子どもたちは、「ほめられ、認められること」によって、
て、伝え合おう自分の思い」の達成に向けた子どもたち 自己肯定感が増し、自信につながります。
のがんばりや成長が見られました。 本日配布しました通知票の中から、そして、子どもた
さて，冬休みはクリスマスやお正月など，子どもたち ちの言葉から、子どもたちのがんばりや成長を見取り、

にとって楽しみなことがあります。また，一年の締めくくりを たくさんほめてあげてほしいと思いま
し、新しい年を迎える大事な休みです。大掃除や新年 す。そのことが、夢や希望の実現に
の準備など、この時期にしか味わえないお手伝いをお 結びついていきます。子どもたちのが
おいにさせ、それらの経験を通して家族の絆や郷土を んばりやよさをご家庭でも話題に取り
思う心が深まればと思います。 上げ、笑顔いっぱいの家族団らんに
冬休み中の過ごし方については，各学年で指導しま なるようにお願いいたします。

したが、学校より配布されたプリ
ントをもとに家庭でも話し合い、
休み中の約束を決めていただけ
ればと思います。生活のリズムを
崩さないなどご配慮いただき，子 ぼくは、２学期の始めに立てためあてをふり返ってみま
どもたちが充実した冬休みを過 した。学習のめあては、「かんけんで９級に合格する」で
ごし，元気に新年を迎え、３学期 した。ぼくは、学校の宿題のかん字れんしゅうをきちんと
の始業式には笑顔で会えるよう やって、９級に合格することができました。点数はぎりぎり
お願いいたします。 だったけど、なんとか合格することができてよかったで

す。来年の１月のかんけんでは、１回目の点数よりよい
点数で合格できるように、冬休みの間にたくさんれんしゅ
うをしたいです。
つぎに、生活のめあては、「大きい声ではっぴょうをす

る」でした。みんなの前で大きな声ではっぴょうするのは、
ぼくが２学期を振り返って最も印象に残っていることは、長く きんちょうしてなかなかうまくできませんでした。でも、学習

て疲れた宿泊活動です。 初めての宿泊活動ではありません はっぴょう会のときは、やくになりきって大きな声でせりふを
でしたが、２泊３日は長かったです。 言うことができました。
１日目は、会津若松市内を回って足が疲れました。ぼくは さいごに、うんどうのめあては、「１学期より、もっとはやく

地図係で大変でしたが、歴史が刻まれている土地を歩くのは 走りたい」でした。体育の５分間走では、１学期より体育
楽しかったです。 館で２周分ぐらい多く走れるようになりました。だからよくで
２日目は、遊覧船に乗ったりバーベキューをしたりしました。 きたと思います。

夜行ったナイトハイクでは、夜道を歩く楽しさを知りました。それ あしたから冬休みです。
は、友達がいたからです。仲間の大切さを感じました。 雪がつもったら、小さい雪だ
３日目は、五色沼を歩きました。疲れたけれども楽しい思い るまやかまくらを作りたいで

出がたくさんできた宿泊活動でした。 す。雪がふらないときは、な
次に心に残っていることは、持久走大会のことです。ペース わとび記ろく会にむけて、い

配分が一番心配でしたが、今までで最高のタイムでゴールで っぱいれんしゅうしたいです。
きたのはうれしかったです。
３学期は、５年生の最後の

学期で、それが終われば今度
は自分たちが学校を引っ張る お詫びと訂正 学校便り第１６号でお知らせいたしまし
立場の６年生になります。その た、「練習で走った距離」を訂正いたします。
ために６年生への準備の学期 ２年原田蒼史さん34ｋｍ、４年岡田悠雅さん54.4ｋｍ
ともいえる３学期を頑張っていき ５年横田翼さん28.7ｋｍ、６年宇佐見紀香さん73ｋｍ
たいと思います。（中略）


